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牛マイコプラズマ（Mp）性乳房炎は経済損失が大き

い伝染性乳房炎であり，近年の牛群の大規模化に伴い国

内外ともに発生は増加傾向にある［1h3］．北海道では

2006年以降，年間約10件の発生が報告されており［1］，

外部より牛を導入する機会の多い農家では留意すべき疾

病の一つである．

今回，1酪農家において呼吸器症状を伴う難治性乳房

炎が連続して発生し，調査した結果，千葉県で初めて

Mp性乳房炎を確認した．そこで発生状況と実施した清

浄化対策と管内酪農家のMp浸潤状況について報告す

る．

材 料 及 び 方 法

発生の概要：発生農場は成乳牛59頭をフリーストー

ル牛舎にて飼養する1酪農家で，飼育牛の全頭が北海道

からの導入牛である．搾乳は2名で行い，前搾りの後，

消毒用アルコールで乳頭を清拭しミルカー装着を行って

いる．ミルカー離脱後は，0.5％ヨード剤（ボビーコー

ト5TM，譁野澤組，東京）によるポストディップを実施

している．

2011年5月に1頭（牛A），6月に4頭（牛B～E）が

乳房炎軟膏による治療で治癒しないと往診依頼があっ

た．当該牛の乳房炎乳汁について好気培養下で一般細菌

検査を行った．6月中旬にMp性乳房炎を疑い，牛B，

C，Dの乳汁及びバルク乳のMp検査を後述の方法で実

施した．

細菌学的検査：牛の乳汁サンプルは，酵素基質培地

（クロモアガーオリエンタシオン獏，関東化学譁，東京），

5％羊血液寒天培地（日水製薬譁，茨城）及び食塩卵黄

加寒天培地（日水製薬譁，茨城）に塗沫し，24～48時

間好気培養した．嫌気培養は実施しなかった．

Mp検査では検体をMp用液体培地（DNA添加変法

Hayflick培地またはマイコプラズマNK培地獏，関東化

学譁，東京）にて増菌後，Mp用平板寒天培地（DNA
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添加変法Hayflick培地またはマイコプラズマNK寒天

培地獏，関東化学譁，東京）にて10％CO 2 下で培養し

た．また，液体培地の培養液から市販の試薬（Insta-

gene 獏 , BioRad, U.S.A.）を用いて DNAを抽出し，

Mycoplasma bovis，M. bovirhinis，M. alkaresence，

M. bovigenitaliumの 16S rRNAを標的遺伝子とした

PCR検査を実施した［4, 5］．搾乳牛50頭及び管内酪農

家全26戸のバルク乳のMp検査（培養法及びPCR法）

は日本動物特殊診断譁に依頼した．また，乳汁Mp陽性

牛4頭の鼻腔拭い液サンプルのMp検査（PCR法）は，

酪農学園大学獣医学部獣医衛生学ユニットに依頼した．

薬剤感受性試験：分離されたM. bovis 2株及び標準株

（Donetta株）について，マイクロプレートを用いた微

量液体希釈法による最小発育阻止濃度（MIC）を測定

した．フロルフェニコール（FP），チアンフェニコール

（TP），チルミコシン（TMS），エリスロマイシン（EM），

オキシテトラサイクリン（OTC），タイロシン（TS），

エンロフロキサシン（ERFX）及びオルビフロキサシン

（OBFX）の8剤を試験薬剤とし，0.25～256μg/mlに

段階希釈し発育阻止された最小濃度をMIC値とした

［6］．

Mp性乳房炎と診断後の対策： 6月中旬に行った初め

てのMp検査により，牛B，C，Dの乳房炎乳汁及びバ

ルク乳からM. bovisが分離されたため，6月末に搾乳牛

全50頭の乳汁及び牛B，C，D，Eの鼻腔拭い液につい

てMp検査を行った．

搾乳牛全50頭のMp検査により，M. bovisが検出さ

れた6頭（牛A～F）のうち，牛A～Eは抗生物質の全

身投与による治療を行った（表1）．なお，Mp性乳房炎

を疑って以降の治療として，牛Aは10月に，牛B，D，

Eは6月にOBFX（1～2g/head，3～4days）の全身

投与を行った．牛 E は 1 0 月の乾乳期にも O B F X

（1.5g/head，3days）の全身投与を行った．牛C，Fは

ニューキノロン製剤の全身投与は行わなかった．局所治

療として，6 ～ 7 月に牛 A～ Fに対し O B F Xまたは

ERFXの乳房内注入（1～2g/lの薬液で50ml/回）を指

示した．

清浄化対策として，M. bovis保菌牛は他の牛と接触の

ないよう隔離し，最後に搾乳を行うこととした．衛生対

策として逆性石鹸によるパーラー内の消毒を実施した．

モニタリング：清浄化対策後のモニタリングのため，

Gonzalezら［7］の方法を参考に2日間隔で3度採取し

たバルク乳とM. bovis保菌牛の個体乳のMp検査を実施

した．モニタリングは2011年8月から2012年10月ま

でに計8回行った．また，バルク乳の体細胞数を2010

年10月から2012年3月まで毎月3回調査した．

管内農場調査：管内酪農家のMp性乳房炎浸潤状況を

調査するために，2012年1月に管内酪農家全26戸のバ

ルク乳のMp検査を行った．また，牛の導入状況もあわ

せて調査した．

結 果 及 び 考 察

千葉県で初めてMp性乳房炎の発生を確認した．発症

牛は，食欲不振（5/5），39.5℃以上の発熱（3/5），呼

吸器症状（4/5），乳房の腫脹（5/5），乳房の硬結（4/5），

乳房の浮腫感（4/5），複数分房の罹患（5/5），一般細

菌検査陰性（4/4）を示し，ABPC，CEZの全身投与及

びSP合剤，CEZ，カナマイシンの乳房炎軟膏での治療

に反応しない難治性乳房炎であった．これらは過去に報

告［1h3, 8］されているMp性乳房炎の特徴に合致して

いた．Mpは一般細菌検査では培養できず適切な培地を

用いる必要がある［2, 9］．よって，乳汁一般細菌検査で

菌分離陰性の乳房炎のうち，乳房や乳汁の局所症状に加

え，畜主の稟告や呼吸器症状，関節炎の有無等により

Mp性乳房炎を疑う場合，Mp検査を積極的に実施する

必要があると思われた．

Mp性乳房炎の発生を確認後，搾乳牛全頭のMp検査

を行ったところ，牛A，E，Fから新たにM. bovisが検

出され，50頭中6頭（12％）がM. bovis保菌牛（牛A

～F）であると判明した．国内でのM. bovisによるMp

性乳房炎発生例では1.8～34.8％の農場内保菌率が報告

されており［12］，今回の発生では比較的早期にMp性

乳房炎を発見できたものと思われた．また，鼻腔拭い液

からのMp検査の結果，牛CからM. bovirhinisが検出

表 1　Mycoplasma bovis保菌牛の治療概要 

牛 導入 
年月 

2011年5～7月1） 
の治療 

2011年10月 
の治療 予　後 

治癒判定 治療 
回数 

全身 
投与 

治療2） 
回数 

全身 
投与 
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サシンまたはエンロフロキサシンの薬液を適宜注入す
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されたが，牛B，D，EからはMp属の菌は検出されな

かった．Mp性乳房炎の感染経路は，肺炎，関節炎等の

病巣からの下向性感染と，搾乳器具または環境のMpが

乳頭口から感染する上向性感染が知られている［2, 3］．

呼吸器症状を呈していたMp性乳房炎罹患牛の鼻腔拭い

液からM. bovisは検出されなかったことから，下向性感

染ではなく上向性感染によりM. bovisの感染が広がっ

たと考えられた．また，M. bovirhinisは健康な牛でも6

～66％が鼻腔内に保菌していると報告されており，単

独感染で明確な呼吸器症状を引き起こすことはない

［10, 11］．今回認められた呼吸器症状にはMp以外の細

菌感染の関与が疑われるが，鼻腔拭い液はMp検査のみ

しか行わなかったため原因は不明であった．

M. bovis保菌牛のうち，牛Dが，2010年12月に初妊

牛として導入され，2011年3月に分娩していた．発生

農場では以前に今回のような難治性乳房炎の連続発生は

なく，牛D以外の保菌牛は1年以上前に導入されている

ことから，牛DがM. bovisを不顕性に保菌したまま導

入され，分娩後にMp性乳房炎を発症し，搾乳機器を介

して感染を拡大させたと考えられた．過去に報告されて

いるように［1h3, 8］，保菌牛の摘発，隔離を迅速に実施

することが感染拡大を抑えるうえで重要である．

Mp保菌牛の治療は欧米では否定的［2］であるが，

国内では治療により治癒する個体もいることが報告され

ている［1, 8］．草場［1］は，5日間以上のERFXの全

身投与と塩酸OTC乳房注入剤の全乳房注入を推奨して

いる．今回の薬剤感受性試験の結果，FP，TP，TMS，

E M，O T C，T Sの 6 剤のM I C値に比べ，E R F Xと

OBFXのMIC値は低かった（表2）．OTCのMIC値が

過去の報告［1, 2, 13, 14］よりも高かったこととMp性

乳房炎罹患牛が高泌乳能力を有していたことから，ニュ

ーキノロン製剤による3～4日間の全身投与と乳房内注

表 2 　薬剤感受性試験結果（最小発育阻止濃度：MIC
測定法） 

 FP 32 32 8 
 TP 32 32 16 
 TMS 256＜ 256＜ 2 
 EM 128 128 256 
 OTC 32 32 2 
 TS 64 64 0.5 
 ERFX 4 2 1 
 OBFX 8 8 1

単位：μg/ml 
FP：フロルフェニコール，TP：チアンフェニコール， 
TMS：チルミコシン，EM：エリスロマイシン， 
OTC：オキシテトラサイクリン，TS：タイロシン， 
ERFX：エンロフロキサシン， 
OBFX：オルビフロキサシン 

牛B株 牛D株 標準株 
（Donetta株） 

 

表 3 　乳汁中のMycoplasma bovis検査結果 

  　6月 　8月 　9月 　10月 　12月 　1月 　3月 　6月 　10月 

 A 　＋2） － ＋ ＋ 
 
 B ＋ － － － nt nt nt （淘汰） 
 C ＋ － － － nt nt（淘汰） 
 D ＋ － － － nt nt nt nt nt 
 E ＋ － 　nt3） － － － － nt 
    （乾乳） （乾乳） 
 F ＋ － （淘汰） 

  ＋ － － － － － － － － 

1）モニタリング期間のうち2011年8月～2012年3月は，
隔離牛A～F由来乳汁を含まない． 

2）「＋」はMycoplasma bovisが検出・分離されたことを
示す． 

3）nt＝not tested
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牛 
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図　2010年10月から2012年3月までの発生農場におけるバルク乳検査の体細胞数の推移
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入により治療を行った．ニューキノロン製剤の全身投与

を行った4頭中3頭は治癒し，全身投与を行わなかった

2頭中1頭もMpを検出しなくなった．今回は症例数も

少なく治療方法も統一されていないため，治療効果の評

価は難しいが一定の効果があったものと考えられた．し

かし，今回示したERFXやOBFXのMIC値は低感受性

の域であることから［2, 13h15］，感染拡大のリスクや

抗生物質の慎重使用の観点から淘汰による早期の清浄化

を目指すべきであったと思われる．

Mpは環境中でも長期間生存可能で［2, 7, 9］，一度感

染した牛は間欠的に数カ月から数年も排菌するという報

告［2］があることから，長期的なモニタリングを実施

した．その結果，牛Aは2011年8月にMp陰性であっ

たが，9月と10月にふたたびM. bovisが検出され，11

月に淘汰した．牛B，C，Dは8～10月に，牛Eは12

～3月にMp陰性であったため治癒と判断した．牛Fは

8月にMp陰性であったが乳汁の凝固物が消失しなかっ

たため，9月に淘汰した．バルク乳は2011 年8月から

2012年10月までMp陰性を維持していた（表3）．清浄

化対策以降，体細胞数は比較的低く推移した（図）．Mp

性乳房炎の清浄化の判断は統一されていないが，牛群内

の全頭が一斉にMp陰性となったときを清浄化と判断す

る報告［1］がある．しかし，今回の報告では2011年8

月に一旦M. bovis保菌牛全頭とバルク乳はMp陰性であ

ったが，9月にふたたび牛AからM. bovisが検出されて

いた．よって，一度全頭からMpが検出されなかったと

しても油断することなく，継続して定期的なバルク乳の

Mp検査を実施し清浄化を目指す必要があると考えられ

た．

近年，バルク乳をPCR検査することでMp性乳房炎

を発見する試みが報告されている［2, 12, 16h18］．今

回，管内酪農家の牛の導入状況とMp性乳房炎浸潤状況

を調べたところ，26戸すべてが外部より牛を導入して

おり，24戸が北海道からの導入であった．また，全戸の

バルク乳でMpは検出されなかった．しかし，Mp性乳

房炎の主要な侵入経路は症状の見られない保菌牛の導入

であると報告されている［1, 3］．管内は自家育成を行う

酪農家は少なく外部からの牛の導入が非常に多い地域の

ため，今後も M p の侵入を警戒する必要がある．

Higuchiら［12］が指摘するように，Mp性乳房炎の侵

入を監視するためにバルク乳を用いたPCR検査を定期

的に実施すべきと考える．

稿を終えるにあたり，助言と検査に協力いただいた酪農学園

大学獣医学部獣医衛生学ユニットの樋口豪紀准教授に深謝す

る．
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SUMMARY

The occurrence of bovine mycoplasmal mastitis was observed for the first time at a dairy farm in Chiba Pre-
fecture, Japan.  Successive cases of refractory mastitis, which was not cured by antibiotics, occurred between
May and June of 2012.  Mycoplasma bovis was identified in mastitic milk of the diseased cows.  Cows with
mycoplasma mastitis manifested respiratory symptoms (4/5), udder edema (4/5), and multiple infected quar-
ters (5/5).  Bacteriological analysis of milk cultured on 5% sheep blood agar plates was negative for bacterial
isolation (4/4).  Mycoplasma survey of all milking cows revealed a prevalence rate of 12% (6/50).  Six mycoplas-
ma-positive cows were separated from other milking cows and treated with effective antibiotic therapy, and two
of them were culled.  Mycoplasmas were not seen in bulk milk monitoring after December 2011.  A heifer sus-
pected of subclinical infection with M. bovis is believed to have introduced and spread the infection to other
cows after delivery.  Therefore, in the areas where numerous cows are introduced from other areas, it is impor-
tant to regularly conduct mycoplasma investigations of bulk milk.
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